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森林保全と防災・減災に向けた研究開発

■  森林保険データを活用した全国被害把握
根が浅い幼齢林（主に1～5年生）では、日本でも干

害 （乾燥害） が発生しやすく、再造林を妨げるリスク
となっています。高木の樹冠が大規模に枯れる場合
と異なり、幼齢林の干害は空撮で捉えにくく、広域
の被害把握が困難でした。そこで、森林保険契約地
の損害報告から被害把握を行い、それをもとに干害
のリスクを予測した全国マップを作成しました。

■  気象＋土壌・地形でリスク評価を改善
日本で従来、森林の干害リスク評価に用いられて

きた気象指標 （一定量以下の降水の連続期間） では、
被害分布をうまく再現できませんでした。そこで、
気象データと表層土壌の厚さ・水分特性から土壌水
分を計算し、永久しおれ点 * 以下の土壌水分量とな
る連続日数を干害発生の指標として用いました。そ
の結果、実際の被害分布に近づきましたが、まだ合っ
ていない地域もありました （図1）。そこで、被害発
生数が多かった地域における被害地と無被害地を詳
細に特定し、被害に影響した立地要因を解析しまし
た。その結果、山口県では急傾斜地で被害率が高い
傾向があったのに対し、北海道では重粘土 * と呼ば
れる特殊土壌が存在する台地で高くなっていました 

（図2）。
以上により、北海道では民有林に占める重粘土地

の割合、北海道以外では、永久しおれ点以下になる
連続日数、斜面傾斜、主要樹種を説明変数として気
象と立地の要因を考慮することで、被害分布を十分
に再現できるようになりました （図3）。

■  リスクの高い場所で干害に備える
このマップでリスクの高い場所を知り、耐乾性が

高い苗木の植栽などの対策や、森林保険加入による
被害補償を実施することで、確実に再造林が進めら

森林保険との連携による全国干害リスクマップの作成

れます。再造林の遅れは、土砂災害に脆
ぜいじゃく

弱な無立木
の期間を長引かせるため、干害の予防は防災にも貢
献します。今後も研究部門と保険部門の連携により、
気象害リスクを踏まえた森林管理の実現を目指して
いきます。

専門用語
永久しおれ点 : 植物が回復できないほどの乾燥が進んだ状態
の土壌に含まれる水の状態。
重粘土 : 北海道では、粘性が強く、排水不良で硬い特殊土壌を、
重粘土と総称してきました。非火山性土壌 （火山灰が積もっ
てできたものではない土壌） の台地・丘陵地に主に分布します。

研究資金
・所内委託プロジェクト研究費「気象害の発生プロセス解明
に基づく気象害リスク評価手法の高度化」

・環境省 地球環境保全等試験研究費 「気候変動がもたらす生
態系攪乱が森林の炭素吸収量に与える影響の長期広域観測
とリスクマップの構築」（農2254）
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土 壌 水 分 の 推 定 と 、森 林 保 険 契 約 地 に お け る 被 害 の 要 因 解 析 に 基 づ き 、気 象 条 件 と 立 地
条 件 を 考 慮 し た 幼 齢 林 の 全 国 干 害 リ ス ク マ ッ プ を 作 成 し ま し た 。
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図3　作成したリスクマップ
土壌水分に基づく指標と地域特性を考慮し、実際の
干害被害率 （図1右） と大きく異ならないリスクマッ
プを作りました。

 図1　降水量 （左）・土壌水分 （中） に基づく乾燥度の分布と実際の干害被害率 （右）
被害率は、全国を20 km グリッドに区切り、各グリッド内における一齢級の保険契約面積中の干害被害を受け
た面積割合として算出。

図2　重粘土地の分布と写真
重粘土が多く分布する北海道内陸北部の台地で、被害
率が高くなっていました。スコップを突き刺そうとし
ても刺さらないくらい硬い土です。
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